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ま え が き
、
作物 が 日射エ ネルギーを利用 して,高 収量をえるためには,群 落構造 の改善に加えて,個 葉単
位葉面積 当た りの光合成能力の改良をはか ることが必要 であ る。品種の光合成能力を改良す るに
は,ま ず,光 合成能力に どの ような品種間差異があ るかを明 らかに しなければな らない。 、'、
作物 の品種 と光合成能力について,水 稲 では±20%以内の品種間差が認 め られ1)5>,ダイ・ズ で
も光合成 能力は品種 の特性を表す形質 と して認め られてい るZ)S)。これ らの光合成能力 の 差 は,・
作物 が生育中に受け る種 々の環境条件が変動 した場合で も,比 較的安定 した品種間差 と して存在
す る ことが明 らかに されている3)。今回は,落 花生の品種間におけ る光の強 さと光合成能力 にっ
いて検討 した。
材 料 と 方 法
、
枠栽培 では45×45c㎡角型 コンク リ…-5枠(無底)を 用いて土耕栽培 としk,播 種は5:月14
日,1枠 当た り3粒 と し,:本葉が1葉 展開時に間引いて1本 立 とした。
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供試 品種は千葉74号,富上2号,ア ヅマ半立,千 葉半立,ジ ャワ13号,千葉小粒。施肥 は1枠
当た 膣 素1・69.(岬アンモニ只 施鵬 ・燐酸a391G臓 願 騨 助 ・ 力哩 ヱ・39(塩化
加里施用)を 基肥 として施用 した。
圃場栽培では畦幅60cm,株 間は大粒 種及び中粒種は30cm,小 粒種は20cmと した。施肥
も コ
は10a当 た り窒素4.Okg(硫酸 ア ソ舌 言ウ、A施用)燐 酸8.Okg(過燐酸石灰施用),加里8.O
kg(塩化加里施用)を 基肥 と して施用 した。播種は5月8Elで,1ケ 所2粒 播 とし,木 葉展開時
tti・!、t、 ・・i、,'s,.・.i'IEl・Il[;;}1、lstl,li
に間 引 いて1本 立 と した 。 供 試 品種 は 千 葉74号,千 葉43号,金 時,飽r,t中粒,千 葉 」・粒 を用 い
た。 光 合 成 の 測定 には20葉位 に達 した個 体 を 用 い,枠 栽培 で は主 茎 の4・v6葉 位 葉 を,圃 場 栽培
で は1次 分枝 の第1枝 と第2枝 の中 位葉 をそ れ ぞれ 用 い た。
光 合 成 の 測定 に は,赤 外 線 ガス分 析計(富 出 電気 製)を 用 い,屋 外 の空 気 を用 い て通 気 法 に よ
り 測 是 じ だ4)ざ,}‥;1'i'x…llVrliIl,:・IVt1!11・-tl・,《 ・y
lt・}↓ 戸),1-1't,iT)・`,1、 ・・i,目 民't,,、 ド 、,'li
供試材料には・瞭 を用・・たの懐 の翻 醐 止髄 靹 嚥 熊 力1煕 た?岬rあ ㌧ て
は・1材料ρ葉をアク・り、ル製(25×2似3蜘,の1司化箱内に入れ・照明には2(W・、5ρOWの白熱
電球(岩崎電気製)5個を用いた。特に温度の上昇防止・には125qC'に保りVCIガラ・ス 製 水 槽
(7d>ぐ20i×50c垣)内に同花箱を犬れた,ll・なお氷楢内の氷}ま恒温水槽を用いピ循環七工 また同
si'・it」 ・1…]・ ・11・"u・1・11・t・1い'lt'・i・ft:、AUi,
化箱内温度を二定に保つため醜 温水槽内順 置した轍 状の通気管内樋 過させ詩 とによ
り,同 化 箱 内 の温 度 を25。C±2。Cに 保 った。 照 射 光 の強 さ を変 え る方法 は,照 射 光 源 を 前後 に
移 動 させ る こ とに よ り,特 に低 照度 の照 射 は,ガ ラス水 槽 の後 に パ ラ フ ィン紙 枠 を挿 入す るこ と
に よ って 光 の強 さを 調節 した 。照 度 の測 定はtt東芝 照 度 計SP1-5型 を用 い て 行 った 。
光 合 成 量 の 測定 は,先 ず 空 気 を エ ア ー ポ ソ プに よ り流 量 計 を通 し同 化箱 に送 り込 み,葉 面 を 通
過 しだ空 気 のや 部 を パ ー ル管 を通 しガ ス分析 計 に 送b';・この空気 のCo2濃 度 と,エ ア ーポ'xプ
を 出た 直 後 のICO2濃度 どの差 を 求 め;同 化 箱 に送 りこ まれ る空 気 量を乗 じてCOi吸 収 量 を 求 め
た。 一 ㎡:・、∴.1・L、 ・,,、.・ ・.:
本実 験 では見 掛 け の光 合 成 速度 で あ るが光 合 成速 度 測 定 後 に 同一 葉 毎 に 暗黒 条 件 下 でい 呼 吸速
度 を測 定 し,見 掛 け め 光合 成速 度 に 加 えて真 の光 合成 速 度 を 求 めた。1、,'、1'・tl、 ・、,"t
'
:itいIsl'・e,、i∵':t'1'、`、 ・/1:' ,.L"
い1ソ㌦ 、,㌧ ・1、 実 験 結 果 及 び 考 察sr
1・i.,-t
枠栽培での光合成速度を第1図 に示 した,種 子が大粒であ るが,草 型はほふ く性を示す千葉74
号・富士2号 の両品種 とも10KLuxの 低照射強度 か ら光合成速度の増加がみ とめ られ るが,照
射強度が60KLuxに 達す る と,ほ とん ど増加がみ られな くなる。 また,大 粒種であるが草型が
斗 立性の アAI-vマ半立,千葉半立の両品種 での光合成速度は;;アズマ半立で照射強度が20～40KLux
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第1図 枠栽培における主茎葉の光一光合成成曲線










ジ・ワ13号で照射搬 が10～40KLux嚇で糠 半立□ く
興 搬 が40KL摯x雌で光鯨 ロが認めら埠
.醐 紘 では・地 顧 ほ却 セの穣74号汗 葉・3号とも類微 働 戎項線琴 ロ ・ま
た,種 子が中粒 で草型が立性である金時,飽 託中粒においては,飽 託中粒でい くぶん高 く,金時
両実験結果か ら,品 種問での光合成量の差異は,大 粒種 で吋 く,大 粒種間では千葉74号,千葉
4・-1!・富#2号 略 罐 でのP・の値il・8-・・、mgを礼 轡 ∫肌 大*立種である千剣 立・
㍗掌 ではぷ ≒魯 輌 示レた・・牌 で酬 鋼 傘鴫で大栖 躯1聴
鵬 ㍗7・3号剛 興 沖 弊 り蝉 嚇 握 西 こ?埠品種の興 な
型質の違いに よるものであろ う。






















照 射 強 度.ゴ び シ ト:,1、1:
第2図 圃場におけ る1次 分枝葉 の光一光合成曲線
り1らかなよ兎 光の鍍 変化と光合」鰻 とついては.落概 磯 合タイプぬ って治 蹟 に
、 ・＼ 一 ・一 ㍉':,、.1r.t
つい てのパター ンがみ とめ られ る。
ぱ 大曄 である千熱 詰 鴎 已 立性のアだ 半靖 葉半遮 バージ三ア・・
ゲ で競 光合嘩 醐 向賊 く類似し遍 ・樋 種である榛 構 、ジ・ウ・3号はスパ
三シュ.タ イプであ り,`六_ジ三ア.タ イプに比べ低 し1光合成曲線を示 した ことふ ら,落 花生晶
種の光剛 恥 タイ嘩 つて違嚇 と典 ま過 間で趣 カミあるとと力洲 か
に な?た 。
ヨ く シ の の ロ 　 ロ の の ブ ヒ 　 ハ
醐 聯 ζ麟 培での光餓 勘 の違Y・は・.櫟培で註 勤 恥 醐 栽培では1治 横
当合成綱 州 とし鱒 に酬 の面で嘩 いがあ2綱 で6・・また・栽培環境・ミ異ぽ




引 用 文 献
・i)・ 長 融 夫
,離 研 報D14:`ln>-Liss19661'i'1・t・ ∴'e









小島睦男 ・川嶋 良一 日作紀39(4)
中沢文男,明 大農研報26号
村田吉男,農 技研報D11:1～169
1970
1971
1961
一一一・-75一
